
  



 

2021 年 11 ⽉ 21 ⽇ （⽇） 13:00-16:00   

    

1   

ス ケ ジュー ル   

12:45   開 場   

13:00   開 会 式   

13:20   プ レ ゼ ン テー ショ ン ①   
1. ⾚ ⽊ 謙 太   
⼼ 理 的 な 回 復 に 向 け た ⾵ の イ ン ター フェー ス の 研 究 （ P7 ）   

2. Zhaoyuan   Liu   
ビッ グ デー タ 時 代 に お け る エ ビ デ ン ス に 基 づ く 政 策 形 成 （ P7 ）   

3. 瑞 穂 嵩 ⼈   
Warp   Learning:   多 様 な VR 環 境 下 で の 学 習 体 験 に よ る 記 憶 定 着 効 果 （ P8 ）   

4. 伊 藤 慶   
基 礎 医 学 研 究 の 全 ⾃ 動 化 に 向 け た、 ⾃ 動 実 験 計 画 シ ス テ ム LEXAS の 開 発 （ P8 ）   

5. Chi-Lan   Yang   
Mind   the   Gap:   Understanding   and   Reducing   the   Perception   Gaps   when   Interacting   via   
Computer-mediated   Communication   Technology （ P9 ）   

  

  

  

  

  

  

  

14:25   休 憩   

14:30   プ レ ゼ ン テー ショ ン ②   
6. 中 川 聡   
⾼ 齢 者 ⾒ 守 り の た め の ロ ボッ ト イ ン タ ラ ク ショ ン を 通 じ た QOL 推 定 （ P9 ）   

7. 福 本 塁   
学 ⽣ に よ る 作 品 制 作 と 販 売 を 通 じ た 地 域 コ ミュ ニ ティ 形 成 ⽀ 援 シ ス テ ム の 社 会 実 装 （ P10 ）   

8. 岡 ⽥ 怜 ⼠   
Society   5.0   時 代 に 備 え た ⾼ 度 な セ キュ リ ティ 運 ⽤ ⾃ 動 化 技 術 （ P10 ）   

9. 今 泉 拓   
脳 の ギャッ プ 萌 え で ⼼ つ か む   - 認 知 科 学 × ク ラ ウ ド ファ ン ディ ン グ で 癒 や し を 加 速 さ せ る -   
（ P11 ）   

  

  

  

  

  

  

15:25   第 1 回 GCLS プ レ ゼ ン コ ン ペ ティ ショ ン 受 賞 者 講 演 （坂 本 慧 介）   

15:30   協 賛 団 体 紹 介   

15:40   授 賞 式・ 審 査 員 講 評  

16:00   閉 会   



  

ご 参 加 の 皆 様 へ   
【プ ロ グ ラ ム 抄 録 集】    
紙 媒 体 の プ ロ グ ラ ム・ 抄 録 集 は ご ざ い ま せ ん。 電 ⼦ 媒 体 （ PDF ファ イ ル） の み  Web サ イ ト  で 
配 布 い た し ま す。   
  
【そ の 他】   

● 画 ⾯ の ス ク リー ン ショッ ト 撮 影・ 録 画 は お 控 え く だ さ い。   
● 聴 講 者 の ⽅ は 発 ⾔ で き ま せ ん が、 チャッ ト で 全 員 に コ メ ン ト を す る、 ま た は Q&A 機 能 
で 発 表 者 に 質 問 を す る こ と が 可 能 で す。   

発 表 者 の み な さ ま へ   
【ウェ ビ ナー 中・ プ レ ゼ ン テー ショ ン 中 の 注 意 点】   
■   発 表 時 間   
  発 表 時 間 は 8 分、 質 疑 応 答 は 3 分 で す。 ト ラ ブ ル に よっ て ⾳ 声 や 画 ⾯ 共 有 が 途 切 れ た 場 合 も 
時 間 の 延 ⻑・ 再 発 表 は 認 め ま せ ん の で ご 注 意 く だ さ い。   
  

■   カ メ ラ の オ ン・ オ フ   
  開 会 式、 授 賞 式・ 審 査 員 講 評、 お よ び ご ⾃ ⾝ の 発 表 中 は カ メ ラ を オ ン に し て く だ さ い。 そ 
れ 以 外 の 時 間 帯 は カ メ ラ を オ フ に し て く だ さ い。   
  

■   そ の 他 注 意 点   
● 発 ⾔ す る 前 に、 マ イ ク が ミュー ト 解 除 さ れ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い。   
● ディ ス プ レ イ 設 定 等 に よ り、 発 表 者 ツー ル が 使 ⽤ で き な い 可 能 性 が あ り ま す。 原 稿 を 
使 ⽤ す る 場 合 は、 他 の ⽅ 法 で ⽤ 意 す る こ と を 推 奨 し ま す。   

● 発 表 中 の ス ク リー ン ショッ ト （カ メ ラ の 映 像・ ス ラ イ ド 含 む） を GCLS   Web サ イ ト、 
電 通 育 英 会 Web サ イ ト、 広 報 誌 等 で 広 報 に ⽤ い る 場 合 が あ り ま す。 ま た、 イ ベ ン ト 主 
催 者 に よ る 記 録 等 の た め、 録 画・ 録 ⾳ 等 を ⾏ う 場 合 が ご ざ い ま す の で、 予 め ご 了 承 く 
だ さ い。     
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ご 案 内   

https://gcls.jp/news/competition2021/


【ス ラ イ ド 作 成 時 の 注 意 点】   
■   ス ラ イ ド 提 出   
  プ レ ゼ ン テー ショ ン 中 は ⾃ 分 の PC か ら 画 ⾯ の 共 有 を し て い た だ き ま す が、 ス ラ イ ド を 事 
前 に 提 出 し て い た だ き ま す。 な お、 ス ラ イ ド は 審 査 員 に 共 有 さ れ ま す。 提 出 〆 切 は 11 ⽉ 19 ⽇ 
（⾦） 23:59   JST 、 宛 先 は GCLS 事 務 局 で す。   
  

■   ス ラ イ ド 提 出 後 の 修 正 に つ い て   
  事 前 に 提 出 い た だ い た 資 料 か ら、 当 ⽇ ま で に 多 少 の 変 更 を 加 え て い た だ く こ と は 問 題 あ り 
ま せ ん。 た だ し、 ⼤ き な 変 更 （事 前 に 提 出 し た ス ラ イ ド は 3 枚 だっ た が 当 ⽇ は ス ラ イ ド を 10 
枚 使 ⽤ す る、 な ど） は お 控 え い た だ き ま す よ う お 願 い い た し ま す。 な お、 提 出 期 限 以 降 の 修 
正 版 ス ラ イ ド の 再 提 出 は 受 け 付 け ま せ ん の で ご 注 意 く だ さ い。   
  

■   動 画・ ⾳ 声 の 使 ⽤ に つ い て   
  ス ラ イ ド 内 に 動 画・ ⾳ 声 デー タ を 埋 め 込 ん で 発 表 時 に 使 ⽤ す る こ と は 問 題 あ り ま せ ん。 た 
だ し、 イ ン ター ネッ ト 接 続 環 境 に よっ て は、 途 切 れ る こ と が 予 想 さ れ ま す の で、 使 ⽤ は 推 奨 
し ま せ ん。 ま た、 動 画・ ⾳ 声 の ト ラ ブ ル に よ る 発 表 の 延 ⻑、 や り 直 し の 対 応 は 致 し ま せ ん の 
で ご 注 意 く だ さ い。   
  

■   ス ラ イ ド で の 他 者 の 著 作 物 の 使 ⽤ に つ い て   
  使 ⽤ す る 画 像 等 の 著 作 権 へ の 配 慮 に つ き ま し て、 出 典、 著 作 者 等 が わ か る よ う、 画 像 等 を 
使 ⽤ し た ス ラ イ ド と 同 じ ス ラ イ ド 内 で 明 ⽰ し た 上 で 「引 ⽤」 す る よ う に し て く だ さ い。   
本 イ ベ ン ト で の 発 表 は 著 作 権 法 に お け る 「公 衆 送 信」 に 該 当 し ま す。 ま た、 教 育 機 関 で の イ 
ベ ン ト に は 該 当 し な い た め、 著 作 権 法 の 例 外 は 適 ⽤ さ れ ま せ ん。   
  

■   発 表 内 容 に 含 ま れ る 発 明・ 未 発 表 の 内 容 の 取 扱 い に つ い て   
  本 プ レ ゼ ン コ ン ペ ティ ショ ン は ⼀ 般 に 公 開 さ れ た イ ベ ン ト で す。 特 許 出 願 を し て い な い 発 
明 や 未 発 表 の 研 究 内 容 を 発 表 さ れ た 場 合、 新 規 性 喪 失、 他 者 に よ る 模 倣 の 可 能 性 が あ り ま す 
の で、 発 表 内 容 に は ⼗ 分 注 意 を し て く だ さ い。   
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【発 表 募 集 要 項】   
■   テー マ ： 私 の 研 究 が 未 来 を 変 え る   
  ⾃ 分 ⾃ ⾝ の 研 究 テー マ や 研 究 成 果 に 関 す る、 社 会 と の 繋 が り を 意 識 し た 発 表 を 募 集 し ま す 
（参 考 ： GCLS の 理 念）。 発 表 内 容 は 学 会、 論 ⽂ 誌 等 で 既 報 の も の で も 構 い ま せ ん。   
  

■   応 募 資 格   
  学 部 ⽣・ ⼤ 学 院 ⽣・ 若 ⼿ 研 究 者 （学 位 取 得 後 8 年 未 満）   
  ※ 所 属 ⼤ 学・ 機 関 等 は 問 い ま せ ん。   
  

■   発 表 時 間   
  8 分 間 を 予 定 し て い ま す が、 発 表 者 数 に よっ て は 変 更 の 可 能 性 が あ り ま す。   
  

■   応 募 〆 切 等   
● 応 募 〆 切 ： 2021 年 10 ⽉ 24 ⽇     
● 採 択 通 知 ： 2021 年 10 ⽉ 26 ⽇   

  
■   賞   

● ソー シャ ル ICT 賞 （最 優 秀 賞、 副 賞 ： 賞 ⾦ 20 万 円）   
● 研 究 奨 励 賞 （副 賞 ： 研 究 助 成 ⾦ 10 万 円）   
● Michele 賞 （副 賞 ： 賞 ⾦ 10 万 円）   
● オー ディ エ ン ス 賞 （副 賞 ： 賞 ⾦ 5 万 円）   

  
※ 研 究 奨 励 賞 は 東 京 ⼤ 学 ソー シャ ル ICT グ ロー バ ル・ ク リ エ イ ティ ブ リー ダー 育 成 プ   
  ロ グ ラ ム・ 東 京 ⼤ 学 知 能 社 会 国 際 卓 越 ⼤ 学 院 プ ロ グ ラ ム ⽣ か ら 選 考 い た し ま す。   
※ 受 賞 者 は コ ン ペ ティ ショ ン か ら 1 年 間 を ⽬ 安 に フォ ロー アッ プ、 ⽀ 援 を ⾏ な い ま    
  す。 （研 究 の 進 捗 に つ い て、 報 告 を 求 め る 場 合 が あ り ま す。）     
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開 会 式   
  会 ⻑ 挨 拶   
  審 査 員 紹 介   
  挨 拶   中 ⽥ 登 志 之   
  挨 拶   萩 ⾕ 昌 ⼰   
  評 価 ⽅ 法・ 投 票 ⽅ 法 説 明   

プ レ ゼ ン テー ショ ン ①   
  ⾚ ⽊ 謙 太     「⼼ 理 的 な 回 復 に 向 け た ⾵ の イ ン ター フェー ス の 研 究」   
  Zhaoyuan   Liu 「ビッ グ デー タ 時 代 に お け る エ ビ デ ン ス に 基 づ く 政 策 形 成」   
  瑞 穂 嵩 ⼈     「 Warp   Learning:   多 様 な VR 環 境 下 で の 学 習 体 験 に よ る 記 憶 定 着 効 果」   
  伊 藤 慶       「基 礎 医 学 研 究 の 全 ⾃ 動 化 に 向 け た、 ⾃ 動 実 験 計 画 シ ス テ ム LEXAS の 開 発」   
  Chi-Lan   Yang 「 Mind   the   Gap:   Understanding   and   Reducing   the   Perception   Gaps   when     
                Interacting   via   Computer-mediated   Communication   Technology 」   

プ レ ゼ ン テー ショ ン ②   
  中 川 聡       「⾼ 齢 者 ⾒ 守 り の た め の ロ ボッ ト イ ン タ ラ ク ショ ン を 通 じ た QOL 推 定」   
  福 本 塁       「学 ⽣ に よ る 作 品 制 作 と 販 売 を 通 じ た 地 域 コ ミュ ニ ティ 形 成 ⽀ 援 シ ス テ ム の   
                社 会 実 装」   
  岡 ⽥ 怜 ⼠     「 Society   5.0   時 代 に 備 え た ⾼ 度 な セ キュ リ ティ 運 ⽤ ⾃ 動 化 技 術」   
  今 泉 拓       「脳 の ギャッ プ 萌 え で ⼼ つ か む   - 認 知 科 学 × ク ラ ウ ド ファ ン ディ ン グ で   
                癒 や し を 加 速 さ せ る - 」   

第 1 回 GCLS プ レ ゼ ン コ ン ペ ティ ショ ン 受 賞 者 講 演   
  坂 本 慧 介   

協 賛 団 体 紹 介   
  公 益 財 団 法 ⼈ 電 通 育 英 会   
  株 式 会 社 Michele   

授 賞 式・ 審 査 員 講 評   

  各 賞 授 与・ 講 評   
  全 体 講 評   有 井 和 久   
            浅 ⾒ 徹   

閉 会 式   
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審 査 員 （ 50 ⾳ 順）   
  浅 ⾒ 徹   
    株 式 会 社 国 際 電 気 通 信 基 礎 技 術 研 究 所   代 表 取 締 役 社 ⻑   

  有 井 和 久   
    公 益 財 団 法 ⼈ 電 通 育 英 会   専 務 理 事   

  澁 ⾕ 遊 野   
    東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 学 環   特 任 助 教   

  鈴 ⽊ 茂 樹   
    株 式 会 社 横 須 賀 テ レ コ ム リ サー チ パー ク   代 表 取 締 役 社 ⻑   

  中 ⽥ 登 志 之   
    東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 理 ⼯ 学 系 研 究 科   教 授   ソー シャ ル ICT 研 究 セ ン ター   セ ン ター ⻑   

  萩 ⾕ 昌 ⼰   
    東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 理 ⼯ 学 系 研 究 科   教 授   Beyond   AI   研 究 推 進 機 構   特 命 教 授   機 構 ⻑   

  牧 野 司   
    東 京 ⼤ 学 リー ディ ン グ ⼤ 学 院 GCL 育 成 プ ロ グ ラ ム   ⾮ 常 勤 講 師・ プ ロ グ ラ ム 委 員   

  ⼭ ⽥ ⼤ 典   
    株 式 会 社 Michele   代 表 取 締 役      

賞   
  ソー シャ ル ICT 賞 （最 優 秀 賞）・ 副 賞   賞 ⾦ 20 万 円   
    審 査 員 に よ る ルー ブ リッ ク 評 価 が 最 も ⾼ い 発 表 に 贈 呈   

  研 究 奨 励 賞・ 副 賞   研 究 奨 励 ⾦ 10 万 円   
    ソー シャ ル ICT 賞 を 受 賞 し て い な い GCL/IIW 所 属 学 ⽣ の 中 で、   
    審 査 員 に よ る ルー ブ リッ ク 評 価 が 最 も ⾼ い 発 表 に 贈 呈   

  Michele 賞・ 副 賞   賞 ⾦ 10 万 円   
    株 式 会 社 Michele に よ り 選 出 さ れ た 発 表 に 贈 呈   

  オー ディ エ ン ス 賞・ 副 賞   賞 ⾦ 5 万 円   
    ソー シャ ル ICT 賞・ 研 究 奨 励 賞 以 外 で、 聴 衆 に よ る 評 価 の 平 均 が 最 も ⾼ い 発 表 に 贈 呈   
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発 表 ①   
⼼ 理 的 な 回 復 に 向 け た ⾵ の イ ン ター フェー ス の 研 究   
⾚ ⽊ 謙 太 （東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 学 際 情 報 学 府）   

  

  本 研 究 で は、 ⾃ 然 の ⾵ を 浴 び る こ と に よっ て 引 き 起 こ さ れ る ⼼ 理 的 回 復 効 果 を 再 現 す る イ 
ン ター フェー ス の 構 築 を ⽬ 指 し ま す。 脳 波 計 測 や ARSQ2.0 な ど の 質 問 紙 を 活 ⽤ し、 実 際 に ⾃ 
然 の ⾵ を 浴 び る こ と に よ り 引 き 起 こ さ れ る 効 果 を 検 証。 ⼼ 理 的 な 回 復 効 果 に 影 響 の あ る 要 素 
を 抽 出 し、 イ ン ター フェー ス へ 組 み 込 み な が ら 同 様 の 効 果 の 再 現 を 試 み て い き ま す。 こ の 研 
究 に よっ て、 オ フィ ス な ど の 屋 内 空 間 は も ち ろ ん、 ⾶ ⾏ 機 や ⾃ 動 運 転 ⾃ 動 ⾞ な ど モ ビ リ ティ 
に お い て も 環 境 の 改 善 と パ フォー マ ン ス の 向 上 を ⾏っ て い き ま す。   
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

発 表 ②   
ビッ グ デー タ 時 代 に お け る エ ビ デ ン ス に 基 づ く 政 策 形 成   
Zhaoyuan   Liu （東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 学 際 情 報 学 府）   

  

  政 策 の 有 効 性、 効 率 性 を 向 上 す る た め、 エ ビ デ ン ス に 基 づ い て 政 策 形 成 (EBPM,   Evidence-   
based  policy  making) の 実 践 が 多 く の 政 策 分 野 で 展 開 さ れ て い る。 同 時 に、 情 報 通 信 技 術 の   
普 及 に よっ て、 社 会 経 済 活 動 に 関 す る 重 要 な 情 報 を 含 ん で い る ビッ グ デー タ が 注 ⽬ を 集 め て 
い る。 こ の よ う な 背 景 の も と で、 本 研 究 は ビッ グ デー タ 活 ⽤ が ど の よ う に EBPM を ⽀ 援 で き 
る か に 注 ⽬ し、 EBPM の 実 態 に つ い て 考 察 し た 上 で、 ビッ グ デー タ 活 ⽤ で 具 体 的 な 政 策 課 題 
の エ ビ デ ン ス を 提 供 す る た め の 実 証 分 析 を ⾏っ た。   
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発 表 ③   
Warp   Learning:   多 様 な VR 環 境 下 で の 学 習 体 験 に よ る 記 憶 定 着 効 果   
瑞 穂 嵩 ⼈ （東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 理 ⼯ 学 系 研 究 科）   

  

  我々 の 記 憶 活 動 に は、 そ の と き の 周 辺 環 境 情 報 が 様々 な 影 響 を 与 え る。 そ の 代 表 的 な 効 果 
の ⼀ つ と し て、 多 様 な 環 境 下 で 繰 り 返 し 学 習 さ れ た 情 報 は 単 ⼀ の 環 境 下 で 繰 り 返 し 学 習 さ れ 
た 情 報 よ り も 定 着 し や す い 効 果 が 知 ら れ て い る。 先 ⾏ 研 究 で は ⼤ 学 内 の 実 験 室 と 講 義 室 の ⾏ 
き 来 に よっ て 検 証 さ れ て き た が、 本 研 究 で は VR を ⽤ い る こ と に よっ て 移 動 を 省 略 し、 海 辺   
・ 川 辺・ 公 園・ 神 社・ 草 原・ 建 物・ 池 畔 と 実 に 多 様 な VR 環 境 下 で の 学 習 体 験 を 与 え た。 そ 
の 結 果、 提 案 ⼿ 法 に よ る 記 憶 定 着 効 果 が 認 め ら れ た。 本 研 究 成 果 は VR の 特 性 を 活 ⽤ し た、 
現 実 を 超 え た 学 習 ⽀ 援 シ ス テ ム の 実 現 に 貢 献 し、 特 に COVID-19 の 影 響 で ⾃ 宅 の み で 学 習 を 
⾏ う 機 会 が 増 え た 昨 今 有 ⽤ で あ る と 考 え る。   
  
  
  
  
  
  
  

  

発 表 ④   
基 礎 医 学 研 究 の 全 ⾃ 動 化 に 向 け た、 ⾃ 動 実 験 計 画 シ ス テ ム LEXAS の 開 発   
伊 藤 慶 （東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 薬 学 系 研 究 科）   

  

  ⾼ 齢 化 が 進 む ⽇ 本 の 明 る い 未 来 の た め に は、 医 学 研 究 の 進 展 が 重 要 で あ る。 私 た ち は 医 学 
研 究 を ⾃ 動 化 す る こ と を ⽬ 指 し、 細 胞 を 対 象 と す る 基 礎 医 学 に つ い て、 実 験 を 計 画 す る シ ス 
テ ム 『 LEXAS 』 を 開 発 し た （  https://lexas.f.u-tokyo.ac.jp  ）。   
  ま ず、 ⾃ 然 ⾔ 語 処 理 を ⽤ い て、 約 100 万 報 の 基 礎 医 学 論 ⽂ か ら 実 験 の 記 述 を 収 集 し た。 続 
い て、 得 ら れ た 実 験 の 前 後 関 係 を 学 習 し、 次 に ⾏ う べ き 実 験 を 提 案 す る モ デ ル を 構 築 し た。 
訓 練 デー タ と し て 2019 年 以 前 に ⾏ わ れ た 実 験 を 使 ⽤ し、 2020 年 に ⾏ わ れ た 実 験 を 提 案 で き 
る こ と が 確 認 さ れ た。 し た がっ て、 本 シ ス テ ム は 研 究 者 と 同 様 に 実 験 を 計 画 で き た と 考 え ら 
れ る。   
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発 表 ⑤   
Mind   the   Gap:   Understanding   and   Reducing   the   Perception   Gaps   when   
Interacting   via   Computer-mediated   Communication   Technology   
Chi-Lan   Yang （東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 学 際 情 報 学 府）   

  

  More  and  more  people  form  and  maintain  workplace  relationships  through            
computer-mediated  communication  tools  nowadays.  When  all  interactions  are  mediated  by            
technology,  people’s  impression  of  each  other  can  be  affected  by  the  selective  social  cues                
transmitted  by  media.  The  way  people  present  themselves  through  communication            
technology  might  not  be  perceived  by  their  remote  counterparts  in  the  same  way  as  they  do.                  
The  mediated  social  cues  could  affect  how  people  interpret  the  perceived  action,  further               
affecting  impression  formation  and  relationship  maintenance  between  remote  collaborators.           
It  is  unclear  whether  and  how  such  mediated  social  cues  cause  perception  gaps  and  how                 
such  perception  gaps  among  different  social  connections  play  a  part  in  relationship  building               
in  remote  workplaces.  The  goal  of  my  doctoral  thesis  is  to  identify  the  perception  gap  in                  
computer-mediated  communication  and  its  impact  on  workplace  relationship  building.  First,  in             
a  mixed-methods  study  in  remote  workplaces,  I  found  that  people’s  perceptions  of  their               
strongly  and  weakly  connected  colleagues  become  polarized  when  their  collaboration  is             
mediated  by  different  communication  technologies.  Next,  I  specifically  focused  on            
relationship  building  between  potential  collaborators,  which  is  another  type  of  weakly             
connected  collaborators  in  workplaces,  via  videoconferencing.  In  a  controlled  online  study,  I              
found  that  ambient  cues  from  virtual  backgrounds  cause  different  impacts  on  first              
impressions  of  remote  collaborators  and  perception  of  self.  Taken  together,  I  aim  to  provide                
design  implications  on  designing  social  cues  to  reduce  the  perception  gaps  introduced  by               
communication   technology   in   different   stages   of   workplace   relationship   building.     
  

  

発 表 ⑥   
⾼ 齢 者 ⾒ 守 り の た め の ロ ボッ ト イ ン タ ラ ク ショ ン を 通 じ た QOL 推 定   
中 川 聡 （東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 理 ⼯ 学 系 研 究 科）   

  

  今 ⽇ で は 少 ⼦ ⾼ 齢 化 に よ り 介 護 従 事 者 が 不 ⾜ す る 傾 向 に あ り、 ⾼ 齢 者 福 祉 へ の ロ ボッ ト 導 
⼊ が 注 ⽬ さ れ て い る。 し か し、 ロ ボッ ト の ⾔ 動 は 画 ⼀ 化 し や す く、 ⾼ 齢 者 と ⻑ 期 に わ た る 関 
係 を 築 く こ と は 難 し い。 原 因 と し て、 ロ ボッ ト の ⾔ 動 の 最 適 化 の 基 盤 と な る 総 合 的 な 状 態 推 
定 ⼿ 法 の 確 ⽴ が で き て い な い 点 が 挙 げ ら れ る。 そ こ で、 ⼈ の ⼼ ⾝ の 状 態 や 社 会 的 活 動 を 包 括 
し た 指 標 で あ る QOL に 着 ⽬ し、 イ ン タ ラ ク ショ ン 中 の 表 情、 視 線、 頭 の 動 き、 韻 律、 会 話 内 
容 を 統 合 し て QOL を 推 定 す る シ ス テ ム を 構 築 し た。 さ ら に、 QOL の 推 定 結 果 に 基 づ く ロ 
ボッ ト の ⾔ 動 最 適 化 に よ り、 ⾼ 齢 者 と ロ ボッ ト と の 関 係 を 良 好 か つ ⻑ 期 的 な も の に し、 福 祉 
の ICT 化 に お け る 諸 課 題 の 解 決 を ⽬ 指 す。   
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発 表 ⑦   
学 ⽣ に よ る 作 品 制 作 と 販 売 を 通 じ た 地 域 コ ミュ ニ ティ 形 成 ⽀ 援 シ ス テ ム の   
社 会 実 装   
福 本 塁 （⻑ 岡 造 形 ⼤ 学 造 形 学 部）   

  

  地 ⽅ 都 市 に お い て 増 加 が 著 し い 「空 き 空 間」 は そ の 利 活 ⽤ の ⽅ 策 が 希 求 さ れ て い ま す。   
そ の ⽅ 策 の 1 つ と し て、 本 研 究 で は ICT を 活 ⽤ し て 地 域 コ ミュ ニ ティ 形 成 を ⽀ 援 す る シ ス テ ム 
を 設 計・ 開 発 し、 学 ⽣ が 作 品 の 制 作 と 販 売 を 通 じ て 地 域 住 ⺠ と つ な が る こ と を ⽬ 的 と し た プ 
ロ ジェ ク ト 「 MAKINDO( メ イ キ ン ド)」 の 社 会 実 装 に 挑 戦 し ま す。 空 き 空 間 の 利 活 ⽤ の 事 例 に 
留 ま ら ず、 地 域 コ ミュ ニ ティ 形 成 の 促 進 や 作 品 の 制 作 と 販 売 を 通 じ た 学 ⽣ ⾃ ⾝ の 成 ⻑ や 学 ⽣ 
の 地 域 愛 着 形 成 に 寄 与 す る こ と を ⽬ 指 し ま す。   
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

発 表 ⑧   
Society   5.0   時 代 に 備 え た ⾼ 度 な セ キュ リ ティ 運 ⽤ ⾃ 動 化 技 術   
岡 ⽥ 怜 ⼠ （東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 理 ⼯ 学 系 研 究 科）   

  

  今 ⽇、 サ イ バー 攻 撃 に よ る 被 害 は 増 加 し て い る。 そ の た め、 サ イ バー 攻 撃 を 受 け た 際 の 迅 
速 な 対 応 が 重 要 で あ り、 ISAC や セ キュ リ ティ ベ ン ダ に よ る サ イ バー 脅 威 の 情 報 共 有 シ ス テ 
ム は ⼤ き な 役 割 を 果 た し て い る。 し か し、 既 存 の シ ス テ ム に は い く つ か の 問 題 が あ る。 ま 
ず、 共 有 さ れ る 情 報 （イ ン ジ ケー タ） が ⾃ 然 ⾔ 語 で あ る た め ⾃ 動 処 理 が 難 し く、 多 く の ⼈ ⼿ 
と 時 間 を 要 し て い る。 さ ら に サ イ バー 攻 撃 の ⾼ 度 化 に 伴 い、 イ ン ジ ケー タ を ⼈ 間 が 正 し く 迅 
速 に 処 理 す る に は ⾼ 度 な 知 識 や 経 験 が 必 要 に な り、 そ の よ う な ⼈ 材 の 充 分 な 確 保 は 難 し い。 
そ こ で 我々 は、 SDN や STIX 等 の 先 端 技 術 を 組 み 合 わ せ た ⾃ 動 イ ン シ デ ン ト レ ス ポ ン ス シ ス 
テ ム を 提 案 す る。   
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発 表 ⑨   
脳 の ギャッ プ 萌 え で ⼼ つ か む   
- 認 知 科 学 × ク ラ ウ ド ファ ン ディ ン グ で 癒 や し を 加 速 さ せ る -   
今 泉 拓 （東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 学 際 情 報 学 府）   

  

  利 ⽤ 者 に 癒 や し や 愛 着 を 与 え る た め に、 感 情 豊 か に ⾒ え る ロ ボッ ト が ⽇々 開 発 さ れ て い 
る。 で は 我々 は ど の よ う な ⼈ ⼯ 物 を 愛 ら し く 感 じ る の か？ こ の 点 に つ い て 私 は 認 知 科 学 の 視 
点 か ら 検 討 を し て い る。 本 発 表 で は、 愛 情 が 感 じ ら れ る キ ノ コ の 画 像 を 実 験 的 に 再 現 し た 研 
究 を 紹 介 し、 ⼼ を つ か む 際 の 認 知 基 盤 と し て 脳 の “ギャッ プ 萌 え “- 視 覚 的 な ボ ト ム アッ プ 処 理 
と 知 識 に よ る トッ プ ダ ウ ン 処 理 の ギャッ プ が ⼤ き い こ と - の 存 在 を 提 案 す る。 私 は 現 在、 ク 
ラ ウ ド ファ ン ディ ン グ を 通 し て こ の” ギャッ プ 萌 え” を ロ ボッ ト に 実 装 し よ う と 挑 戦 中 で あ 
る。 基 礎 研 究 × ク ラ ウ ド ファ ン ディ ン グ は シー ム レ ス な 社 会 問 題 解 決 に つ な げ る 可 能 性 に つ 
い て も 提 案 を ⾏ う。     
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主 催 ： グ ロー バ ル ク リ エ イ ティ ブ リー ダー ズ ソ サ エ ティ （ GCLS ）   
  
⼤ 会 ⻑   

荒 川 清 晟   GCLS 会 ⻑   
  

運 営 委 員 ⻑   
松 本 啓 吾   東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 理 ⼯ 学 系 研 究 科・ GCLS 理 事   

  

運 営 委 員   
野 寄 修 平   GCLS 副 会 ⻑   
上 野 洋 典   東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 情 報 理 ⼯ 学 系 研 究 科・ GCLS 理 事   
⼤ 野 昴 紀   東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 医 学 系 研 究 科・ GCLS 理 事   

  
  
  

  
  

公 益 財 団 法 ⼈   電 通 育 英 会   
※ 本 プ レ ゼ ン コ ン ペ ティ ショ ン は 公 益 財 団 法 ⼈ 電 通 育 英 会 「 2020 年 度   
  学 ⽣ を 対 象 と す る 次 世 代 リー ダー の 育 成 活 動 に 対 す る 助 成 事 業」 の   
  助 成 を 受 け て 開 催 さ れ ま し た   

  
株 式 会 社   Michele   
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2021 年 11 ⽉ 21 ⽇ 発 ⾏   
第 2 回 GCLS プ レ ゼ ン コ ン ペ ティ ショ ン   プ ロ グ ラ ム・ 抄 録 集   
編 集・ 発 ⾏   グ ロー バ ル ク リ エ イ ティ ブ リー ダー ズ ソ サ エ ティ   
  
本 書 に 記 載 さ れ た 著 作 物 の 翻 訳・ 転 載・ デー タ ベー ス へ の 取 り 込 み、 及 び 送 信 に 関 す る 許 諾 
管 理 は、 グ ロー バ ル ク リ エ イ ティ ブ リー ダー ズ ソ サ エ ティ 事 務 局 が 保 有 し ま す。   
  
本 書 に 掲 載 さ れ た す べ て の 記 事 内 容 は、 グ ロー バ ル ク リ エ イ ティ ブ リー ダー ズ ソ サ エ ティ 事 
務 局 の 許 可 な く 転 載・ 複 写 す る こ と は で き ま せ ん。   
  
本 書 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ： グ ロー バ ル ク リ エ イ ティ ブ リー ダー ズ ソ サ エ ティ 事 務 局   
Mail:    office@gcls.jp   
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